
緊急時の概要：固体。銀色。無臭。供給
された状態では不燃性。小さな破片、微細な切削片、加工時の粉塵は容易に発火する可能性があります。

慢性的な過剰曝露:  赤血球数の減少  (貧血)、皮膚異常  (色素変化)、生殖機能障害を引き起こす可能性があります。

SE‑114  85  ストックホルム、スウェーデン

•

溶接または高温プロセスから発生する粉塵および煙：発がん性（六価クロム、鉛化合物、溶接煙）および生殖毒性（鉛、マンガン）を呈する恐れがあり
ます。
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製品名:  鉛入りアルミニウム合金

米国電話：保健安全局：1‑412‑553‑4649サパAB

塵や微粒子が空気中に拡散します。

*  溶融金属が水/湿気または特定の金属酸化物（例：錆）と接触します。

残留油
／油膜との皮膚接触：刺激を引き起こす可能性があります。皮膚への長時間または繰り返しの接触は皮膚炎を引き起こす可能性があります。加工時に発生
する粉塵または煙：刺激を引き起こす可能性があります。

加工時の粉塵や煙：喘息、慢性肺疾患、皮膚の「灰」、二次性パーキンソン病

化学式:  混合物  製品の用途:  スクリュー
マシンのストックおよび押し出し。

..

爆発/火災の危険が存在する可能性がある（追加情報についてはセクション5、7、および10を参照）

この製品の処理によって粉塵や煙が発生しない限り、以下に挙げる健康影響は発生する可能性は低いと考えられます。

加工時に発生する粉塵や煙は、目、皮膚、上気道の炎症や金属ヒューム熱を引き起こす可能性がある。

＊＊＊セクション1  ‑  化学製品とコム

危険（鉛、マンガン）。

緊急情報：米国：Chemtrec：1‑800‑424‑9300  または  1‑703‑527‑3887  Alcoa：1‑412‑553‑4001  ウェブサイト：最新のMSDSについては、Alcoaのウェブサイトをご覧ください：
www.alcoa.com  または社内ではmy.alcoa.com  EHSコミュニティ

発行日  2007年6月15日  改訂:  5.0000

高温処理および溶接溶融によるその他の健康影響：急性過剰曝露：吐き気、発熱、悪寒、息切れ、倦怠感（金属ヒューム熱）、肺への体液貯留（肺水腫）、
血液の酸素運搬能力の低下（メトヘモグロビン）を引き起こす可能性があります。慢性過剰曝露：呼吸器感作、肺の瘢痕化（肺線維症）、肺がんを引き起
こす可能性があります。発がん性および生殖毒性：出荷時の製品：発がん性または生殖毒性はありません。

粉塵や微粒子が特定の金属酸化物（錆など）と接触します。
•  チップ、ほこり、または微粒子が水と接触します。

ボックス5505

吸入による機械
的処理による健康への影響  (例:  切削リンジン) :  呼吸器の炎症を引き起こす可能性があります。

印刷日  06/15/07

その他の指定:  合金2011、6262、C40A、C06N、C278、FJ62、2011のバリエーション

•

処理中
に発生する粉塵や煙が目に入った場合、炎症を引き起こす可能性があります。

加工中に形成された製品、成分、または化合物への曝露によって悪化する病状

機械加工から発生する粉塵と煙：発がん性（鉛）がある。  「生殖毒性」がある。

潜在的な健康影響  以下の記述は、過剰曝露の
場合に一般的に予想される健康影響を要約したものです。使用者固有の状況については、資格のある専門家による評価が必要です。追加の健康情報
はセクション11に記載されています。

化学物質安全データシート

*  *  *セクション2  ‑  危険源の特定*  *  *

*  *  *
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（３）切削片、微粉、粉塵または溶融アルミニウムが水または湿気と接触する。

消火方法：粉塵、微粒子、溶融金属にはD級消火剤を使用してください。切粉や削りくずには粗い水噴霧を
使用してください。使用方法：小さな切粉、粉塵、微粒子、溶融金属周辺の水にはハロゲン化消火剤を使用
してください。これらの消火剤は燃焼物と反応します。

油が付着した場合、接触により皮膚刺激/皮膚炎を引き起こす可能性があります。

使用および廃棄に関する詳細については、アルコアの物質安全データシートNo.390をお読みください。米国緊急
電話番号:  (412)  553‑4001

材料：
鉄

注意事項：発がん性粉塵を避けてください。製品を乾燥した状態に保ち、適切な防爆換気設備で使用し
てください。眼や皮膚の損傷を防ぐため、安全メガネと手袋を着用してください。濃度が許容限度を超え
る場合は、適切な呼吸保護具（P100）を着用してください。誤飲を防ぐため、適切な個人衛生習慣を身につ
けてください。

物理的危険性：供給された状態では不燃性です。小さな破片、微細な削りくず、粉塵は容易に発火する可能性があります。
爆発の可能性があるのは以下の場合です：(1)  粉塵または微粒子が床面に拡散している場合

マグネシウム

CAS番号:  (7  429‑90‑5)  
(7440‑21‑3)  (7  
440‑50‑8)  
(7439‑95‑4)

応急処置（処理工程で発生する粉塵または煙）：目に入った場合：多量の水または生理食塩水で15分以上洗い流してくださ
い。医師の診察を受けてください。皮膚に入った場合：石鹸と水で15分以上洗い流してください。刺激が続く場合は医師の診
察を受けてください。吸入した場合：新鮮な空気のある場所に移動してください。意識不明または重傷の場合は、気
道の確保、呼吸、脈拍の有無を確認してください。脈拍または呼吸がない場合、心肺蘇生（CPR）を行ってください。医師の診察を
受けてください。

（２）微粒子、粉塵、溶融アルミニウムが特定の金属酸化物（例えば錆）と接触したり、

呼吸器官への刺激。慢性の過剰曝露：造血幹細胞数の減少（貧血）、皮膚異常（色素沈着）、生殖機能への悪影響を引き起こす可
能性があります。高温処理によるその他の健康影響：急性の過剰曝露：吐き気、発熱、悪寒、息切れ、倦怠感（金属ヒューム熱）、肺
への体液貯留（肺水腫）、血液の酸素運搬能力の低下（メトヘモグロビン）を引き起こす可能性があります。慢性の過剰曝露：呼吸
器感作、肺の瘢痕化（肺線維症）、肺がんを引き起こす可能性があります。

リンジン：引き起こす可能性がある

アルミニウム

クロム

シリコン

警告：クロム（六価化合物）、鉛、および鉛化合物は、カリフォルニア州において発がん性があるとされている化学物質です。鉛は
生殖毒性を引き起こすことが知られています（提案65）。

銅

健康被害:  過剰暴露の場合、一般的に健康への影響が予想されます:  目:  処理中に発生
する粉塵や煙は炎症を引き起こす可能性があります。

CAS番号:  (7  439‑89‑6)  
(7  439‑92‑1)  (7  
439‑96‑5)  
(7440‑47‑3)

鉛

材料：

皮膚：残留油/油膜との接触：炎症を引き起こす可能性があります。皮膚への長時間または繰り返しの接触は皮膚炎を引き起こす可能性があります。加
工時の粉塵または煙：炎症を引き起こす可能性があります。吸入：機械加工、切断による健康への影響

マンガン

鉛を含むアルミニウム合金

警告
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